
　
国
際
協
力
に
興
味
を
持
ち
始
め
た
の
は
高
校
時
代
。
ア
フ
リ

カ
で
の
医
療
活
動
に
人
生
を
さ
さ
げ
た
シ
ュ
バ
イ
ツ
ア
ー
博
士

の
伝
記
を
読
ん
で
感
動
し
、
い
つ
か
自
分
も
海
外
で
人
の
役
に

立
ち
た
い
と
考
え
て
い
た
。
そ
の
た
め
に
技
術
を
身
に
つ
け
よ

う
と
大
学
で
土
木
工
学
を
学
ん
だ
後
、
北
海
道
庁
に
就
職
。
主

に
都
市
計
画
づ
く
り
を
担
当
し
、
ト
ン
ネ
ル
や
道
路
設
計
の
ほ

か
、
道
内
の
２
１
２
の
市
町
村
の
都
市
計
画
の
審
査
な
ど
を
行

っ
た
。
こ
の
間
も
海
外
へ
の
関
心
を
ず
っ
と
持
ち
続
け
、
１
年

間
の
フ
ラ
ン
ス
留
学
で
都
市
計
画
に
つ
い
て
学
ん
だ
り
、
ロ
ン

ド
ン
や
ベ
ル
リ
ン
な
ど
世
界
の
都
市
を
視
察
し
て
回
っ
た
こ
と

も
あ
っ
た
。

　
そ
の
後
、
川
口
さ
ん
は
生
ま
れ
故
郷
で
あ
る
栗
山
町
長
と
し

て
地
元
の
た
め
に
力
を
尽
く
す
道
を
選
ぶ
。
１
９
９
８
年
の
就

任
以
降
、
財
政
再
建
を
中
心
と
し
た
施
策
を
実
行
。
02
年
の
Ｆ

Ｉ
Ｆ
Ａ
ワ
ー
ル
ド
カ
ッ
プ
・
日
韓
大
会
で
は
メ
キ
シ
コ
チ
ー
ム

の
キ
ャ
ン
プ
地
誘
致
を
推
進
す
る
な
ど
、
国
際
交
流
の
視
点
も

取
り
入
れ
な
が
ら
街
づ
く
り
に
取
り
組
ん
だ
。

　
地
元
に
貢
献
す
る
仕
事
に
や
り
が
い
を
感
じ
な
が
ら
も
、〝
海

外
で
人
の
役
に
立
ち
た
い
〞と
い
う
思
い
が
ず
っ
と
心
に
あ
っ
た

川
口
さ
ん
。「
ま
だ
夢
は
か
な
え
ら
れ
る
！
」。
町
長
の
任
期
を

全
う
し
た
後
、
つ
い
に
念
願
の
シ
ニ
ア
海
外
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
に

応
募
。
行
政
の
経
験
を
生
か
し
て
バ
ヌ
ア
ツ
の
首
都
ポ
ー
ト
ビ

ラ
の
都
市
計
画
づ
く
り
を
サ
ポ
ー
ト
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。

　
だ
が
、
川
口
さ
ん
を
待
ち
受
け
て
い
た
の
は
予
想
外
の
状
況

だ
っ
た
。「
首
都
ポ
ー
ト
ビ
ラ
は
急
激
な
人
口
増
加
に
よ
り
、
電

力
や
水
、
住
宅
が
不
足
し
、
交
通
渋
滞
も
日
常
茶
飯
事
。
多
く

の
都
市
問
題
に
直
面
し
て
い
ま
し
た
」。
そ
の
深
刻
さ
は
、
都
市

計
画
に
長
年
取
り
組
ん
で
き
た
川
口
さ
ん
に
は
一
目
瞭
然
だ
っ

た
。
一
方
で
、
派
遣
先
で
あ
る
内
務
省
の
職
員
た
ち
に
は
危
機

感
す
ら
な
か
っ
た
。「
都
市
は
計
画
に
基
づ
い
て
自
分
た
ち
で
つ

く
っ
て
い
く
も
の
だ
と
説
明
し
て
も
、『
な
ぜ
？
』『
何
の
た
め

長
年
持
ち
続
け
た
夢
を

バ
ヌ
ア
ツ
で
実
現

都
市
計
画
の
大
切
さ
を

知
っ
て
も
ら
う
こ
と
が
出
発
点

南
太
平
洋
の
島
国
バ
ヌ
ア
ツ
の
首
都
ポ
ー
ト
ビ
ラ
で
は
、

近
年
人
口
が
増
加
し
、
た
く
さ
ん
の
都
市
問
題
を
抱
え
て
い
た
。

そ
の
解
決
に
向
け
て
派
遣
さ
れ
た
シ
ニ
ア
海
外
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
が
、

元
北
海
道
栗
山
町
長
と
い
う
異
色
の
キ
ャ
リ
ア
を
持
つ
川
口
孝
太
郎
さ
ん
。

都
市
計
画
づ
く
り
の
重
要
性
を
伝
え
る
た
め
に
尽
力
し
た
。
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に
？
』
と
言
わ
れ
て
し
ま
っ
て…

。
こ
の
国
に
は
都
市
計
画
と

い
う
概
念
が
な
か
っ
た
の
で
す
」。

　
そ
こ
で
川
口
さ
ん
は
、
英
仏
に
統
治
さ
れ
て
い
た
60
年
代
に

作
ら
れ
た
「
ボ
ー
ル
プ
ラ
ン
」
と
い
う
都
市
計
画
を
街
の
現
状

に
合
わ
せ
て
改
訂
し
、
そ
れ
を
通
じ
て
計
画
の
必
要
性
を
バ
ヌ

ア
ツ
の
人
々
に
伝
え
て
い
く
こ
と
に
し
た
。
し
か
し
、「
統
計
資

料
、
対
数
表
、
コ
ン
パ
ス
、
定
規
な
ど
、
街
の
設
計
図
を
描
く

た
め
の
道
具
は
、
一
切
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
」
と
当
時
を
振
り

返
る
。
そ
こ
で
実
践
し
た
の
が
、
こ
れ
ま
で
の
経
験
で
培
っ
た

〝
現
場
主
義
〞。
自
分
の
足
で
実
際
に
街
を
歩
き
、
住
宅
地
、

商
業
地
、
工
業
地
と
、
区
画
ご
と
に
面
積
や
人
口
密
度
、
交
通

量
な
ど
の
デ
ー
タ
を
集
め
る
こ
と
か
ら
ス
タ
ー
ト
。
地
道
な
作

業
の
末
、
人
口
は
09
年
の
４
万
人
か
ら
２
０
３
０
年
に
は
約
７

万
人
、
車
の
台
数
は
今
の
３
倍
、
観
光
客
も
増
大
す
る
と
い
う

予
測
に
基
づ
き
、
ポ
ー
ト
ビ
ラ
の
20
年
後
を
見
据
え
た
マ
ス
タ

ー
プ
ラ
ン
を
策
定
し
た
。

　
そ
の
中
で
川
口
さ
ん
は
、
地
震
国
で
津
波
被
害
に
も
遭
い
や

す
い
実
情
を
考
え
、
住
宅
地
は
高
台
に
つ
く
る
こ
と
を
提
案
し

た
。
ま
た
、
交
通
渋
滞
の
原
因
の
一
つ
で
あ
る
道
路
不
足
の
解

消
に
は
、
街
の
外
周
に
環
状
道
路
を
建
設
す
る
こ
と
を
ア
ド
バ

イ
ス
。「
道
路
の
形
状
が
虹
の
形
に
見
え
た
か
ら
」
と
、
こ
の
マ

ス
タ
ー
プ
ラ
ン
を
〝
レ
イ
ン
ボ
ー
プ
ラ
ン
〞と
名
づ
け
た
。

　
さ
ら
に
、
市
議
会
議
員
、
市
長
、
省
庁
の
幹
部
、
メ
デ
ィ
ア

な
ど
に
積
極
的
に
レ
イ
ン
ボ
ー
プ
ラ
ン
に
つ
い
て
の
プ
レ
ゼ
ン

テ
ー
シ
ョ
ン
を
行
っ
た
。「
ま
ず
多
く
の
人
に
知
っ
て
も
ら
う
こ

と
が
、
都
市
計
画
の
必
要
性
を
理
解
し
て
も
ら
う
第
一
歩
だ
と

思
い
ま
し
た
。
結
果
、
テ
レ
ビ
や
新
聞
で
も
報
道
さ
れ
、
次
第

に
人
々
が
興
味
を
持
ち
始
め
た
の
で
す
」。

　
現
地
語
の
ビ
ス
マ
ラ
語
を
積
極
的
に
勉
強
し
た
り
、
剣
道
を

教
え
る
こ
と
で
も
人
々
と
交
流
を
深
め
、
日
本
と
は
違
う
価
値

観
を
学
ん
だ
川
口
さ
ん
。
帰
国
後
は
、
札
幌
学
院
大
学
大
学
院

の
客
員
教
授
と
し
て
街
づ
く
り
も
含
む
行
政
学
と
と
も
に
、「
違

う
価
値
観
を
受
け
入
れ
る
柔
軟
な
考
え
方
が
大
切
だ
」
と
学
生

た
ち
に
伝
え
て
い
る
。

　
キ
ラ
キ
ラ
と
輝
く
太
陽
、
ど
こ
ま
で
も
続
く
青
い
海
。
時
間

が
ゆ
っ
く
り
と
流
れ
、
あ
く
せ
く
働
か
な
く
て
も
衣
食
住
に
困

る
こ
と
は
な
い
南
の
島
国
。
こ
こ
バ
ヌ
ア
ツ
は
、
森
に
入
れ
ば

果
物
が
豊
富
に
実
り
、
家
は
バ
ナ
ナ
の
葉
で
簡
単
に
造
れ
、
１

年
中
寒
さ
に
凍
え
る
心
配
も
な
い
。

　「
彼
ら
の
生
活
こ
そ
、
本
当
に
豊
か
だ
と
い
え
る
か
も
し
れ
ま

せ
ん
」。
そ
う
話
す
の
は
、
２
０
０
９
年
ま
で
の
２
年
間
、
シ
ニ

ア
海
外
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
と
し
て
こ
の
国
で
活
動
し
て
い
た
川
口

孝
太
郎
さ
ん
。
実
は
川
口
さ
ん
は
、
北
海
道
・
栗
山
町
の
町
長

を
務
め
た
経
歴
の
持
ち
主
だ
。

1941年北海道出身。大学卒業後、64年北
海道庁に入庁。74年から1年間、フランス政
府給費留学生としてフランスに留学。98～
2006年、北海道夕張郡栗山町長。07～09
年、シニア海外ボランティア（都市計画アドバ
イザー）でバヌアツへ。現在、札幌学院大学
大学院客員教授。

PROFILE

a.各省庁の幹部に都市計画の改訂作業についてプレゼンする川口さん。相手に親近感を持ってもらいたいと、できるだけビスマラ語を使うように努めたという
b.“レインボープラン”の設計図。交通渋滞緩和のため、黄色の点線で示される環状道路の建設を提案。赤線は既存の道路
c.首都ポートビラでは人口増加により交通渋滞が頻発。新たな道路の建設が求められている
d.継続する大切さなどを伝えたいと、バヌアツに派遣中の2年間、週3回地元の若者などを対象に「剣道教室」を開いていた川口さん。お祭りで、教え子たちと剣道を初披露

川
口 

 

孝
太
郎

JICA 
Volunteer  

Story

ac

�
シ
ニ
ア
海
外
ボ
ラ
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�
ア
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B
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KAWAGUCHI 
Kotaro

さん

川口さんが配属された内務省施設整備課の課長や担当職員と地図を囲み、都心の交通渋滞対策などについて話し合う

「
将
来
を
見
据
え
た

都
市
計
画
の
重
要
性
を
伝
え
た
い
」

b

バヌアツ

ポートビラ

オーストラリア

d




